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業績  
 循環器疾患では、心臓壁を構成する心筋や動脈壁が変性するため、心筋の収縮弛緩特性や動

脈壁の組織性状を、高い分解能で非侵襲的に画像化する技術が必須である。しかし市販のエコ

ー装置や CT、MRI装置では、医師が認識できる程度の粗さ(約 100ミクロン)で緩慢な動き(30 Hz
以下)の計測は可能であるが、心筋や動脈壁の速い振動成分や微小な厚み変化は計測できないの
が現状である。 
本研究は、超音波の生体組織での反射波の位相特性を利用して、拍動による壁の動きを追跡

することにより、拍動に伴って心筋や動脈壁に生じる 100Hzまでの速い振動成分を高精度に計
測するとともに、得られた振動成分の空間的な差から壁の厚み変化を 0.5 ミクロンという高い
精度で計測・画像化する生体顕微計測装置を世界に先駆けて実現した。 
本研究により、心筋の収縮弛緩特性や血管壁の硬さが断層像として観察可能となるとともに、

その硬さを脂質や線維層の硬さと比較することによって組織分類(電子染色)の断層像を取得で
き、心筋や動脈壁の容易な組織性状診断を実現した。 
本成果により、急性心筋梗塞・脳梗塞等を招く動脈硬化の臨床検査や検診における病変部の

破裂性や治療法の合理的・高精度な評価等の開発が促進され、国民の医療の適正化に寄与する

ことが期待される。 
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